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「総
合
雑

誌

『
太
陽
」
の
総
合
的
研
究
」

中
間
報
告

そ
の
三

序

鈴

木

貞

美

その三 序「総合雑誌 『太陽』の総合的研究」中間報告

小
田
三
千
子
論
文
は
、
創
刊
期

『太
陽
』

の
英

文
欄
を
担
当
し
た
、
明
治
期
の

「
英
語
名
人
」
と

し
て
知
ら
れ
る
神
田
乃
武

に

つ
い
て
、

『太
陽
』

英
文
欄
記
事
を
中
心

に
、
そ
の
生
涯
と
仕
事
を
閲

歴
し
、
広

い
意
味
で
の
英
学
者
と
し
て
の
実
像
を

定
着
す
る
リ
ポ
ー
ト
。

佐
藤
バ

ー
バ
ラ
論
文
は
、
「家
庭
」
と

い
う
観

念
が
浸
透
す
る
時
期
に
あ
た

っ
て
、
『太
陽
』
家

庭
欄
が
男
性
読
者
向
け
の
性
格
を
も

っ
て
い
た
こ

と
、
そ
の

「家
庭
」
像
、
近
接
す
る
時
代

の
女
性

雑
誌
と
の
比
較
な
ど
を
簡
明
に
リ
ポ
ー
ト
す
る
。

三
谷
憲
正
論
文
は
、
『太
陽
』
誌
上

に
現
れ
る

対
朝
鮮
観
を
広
く
さ
ぐ

っ
て
、
そ
の
言
説

の
ヴ
ァ

リ

エ
イ
シ
ョ
ン
と
変
化

の
相
を
、
日
本
近
代
が
抱

え
た

「逆
説
」
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
立
場
か

ら
浮
き
彫
り
に
す
る
。

林
正
子
論
文

は
、
「中
間
報
告
1

そ

の
二
」

に
掲
載
し
た

『日
清

・
日
露
両
戦
役
問
の
日
本

に

お
け
る
ド
イ

ッ
思
想

・
文
化
受
容

の

一
面
』
に
連

な
る
も
の
の
ひ
と
つ
で
、
高
山
樗
牛

の
思
想
的
変

遷
に
新
た
な
照
明
を
あ
て
る
。

な
お
、
本
共
同
研
究

は
平
成
八
年

で

一
段
落
し
、

平
成
九
年
度
か
ら
は
新
規
の
メ
ソ
バ
ー
多
数

の
参

加
を
え
て
、
「
大
正
期
総
合
雑
誌

の
学
際
的
研
究
」

と
題
し
て
、
日
露
戦
争
後

の

『太
陽
』
『中
央
公

論
』
な
ど
の
記
事

の
比
較
検
討
を
中
心
と
し
、
さ

ら
に
メ
デ

ィ
ア
研
究
な
ど
多
角
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ

を
加
え
て
い
る
。
し
か
し
、
前
期

の

『太
陽
』
を

め
ぐ
る
共
同
研
究

の
中
間
報
告
が
こ
れ
で
出
揃

っ

た
わ
け
で
は
な

い
。
今
後

は
、
引
き
続
き
明
治
期

『太
陽
』
を
め
ぐ
る
中
間
報
告
と
、
新
規

の
共
同

研
究

の
中
間
報
告
と
を
、
「
大
正
期
総
合
雑
誌

の

学
際
的
研
究
」

の
中
間
報
告
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の

下
に
掲
載
す
る
予
定

で
あ
る
。
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